
通
天
閣
﹇
大
阪
府
・
大
阪
市
﹈

時
空
を
超
え
、ビ
ジ
ネ
ス
を
育
む
名
建
築
た
ち

 
2
0
2
3
年
9
月
、大
阪
・
新
世
界
に
そ
び
え
立
つ
通
天
閣

が
一
年
間
に
及
ぶ
改
修
工
事
を
終
え
、装
い
を
新
た
に
し
た
。

通
天
閣
の
竣
工
は
1
9
5
6
年
。設
計
者
は
、東
京
タ
ワ
ー

を
は
じ
め
名
だ
た
る
日
本
の
タ
ワ
ー
建
築
を
手
掛
け
た

「
塔
博
士
」こ
と
内
藤
多
仲（
1
8
8
6
〜
1
9
7
0
）だ
。

日
本
で
最
初
に
耐
震
構
造
理
論
を
確
立
し
た
一
人
と
し
て
、

電
波
塔
を
は
じ
め
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
百
貨
店
、工
場
、発
電
所

な
ど
5
0
0
に
の
ぼ
る
建
築
物
の
構
造
設
計
を
行
っ
た
。 

　

実
は
現
在
の
通
天
閣
は
二
代
目
で
あ
り
、初
代
通
天
閣
は

戦
時
中
の
火
災
が
原
因
で
姿
を
消
し
て
い
る
。街
の
シ
ン
ボ
ル

タ
ワ
ー
を
な
ん
と
か
復
興
し
よ
う
と
尽
力
し
た
地
元
住
民

の
粘
り
強
い
行
動
力
が
な
け
れ
ば
、今
の
新
世
界
の

き
ら
び
や
か
な
夜
は
な
か
っ
た
。 
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内
藤
多
仲
は
1
9
0
7
年
、造
船
を
志

し
て
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
た
。し
か

し
、日
露
戦
争
後
の
造
船
不
況
か
ら
早
々

に
建
築
学
に
転
じ
る
。製
図
が
苦
手
な
こ

と
か
ら
当
初
は
建
築
学
転
向
に
懐
疑
的

だ
っ
た
内
藤
だ
が
、当
時
助
教
授
だ
っ
た

耐
震
構
造
の
先
駆
者
、佐
野
利
器*
1
の

「
力
学
を
基
礎
に
し
た
学
問
こ
そ
、地
震

の
多
い
日
本
に
は
必
要
で
あ
る
」と
い
う

言
葉
に
確
信
を
得
て
、佐
野
を
師
に
建
築

構
造
学
の
道
へ
と
進
ん
だ
。 

　

1
9
1
2
年
に
大
学
院
を
修
了
し

早
稲
田
大
学
教
授
に
就
任
し
た
内
藤
は
、

1
9
1
7
年
、当
時
高
層
建
築
の
最
先
端

＊3  初代通天閣は、新世界の再開発を目的に1911年、大阪財界を中心に創立された大阪土地
建物株式会社を運営母体としてスタートし、のちに吉本興業合名会社の運営となった。

＊1 1880年～1956年。日本初の本格的鉄骨構造建築となった日本橋丸善書店や、東京駅などの構造設計を担当した。
＊2  関東大震災当時、建設途中だった歌舞伎座は火災で内部を焼失したものの、内藤が設計した躯体は無事だった。

に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
に
一
年

間
留
学
す
る
。シ
カ
ゴ
や

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
建
つ
よ
う

な
高
層
ビ
ル
を
、地
震
大
国

日
本
で
も「
形
が
崩
れ
ず
、

歪
ま
な
い
よ
う
に
」設
計
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

―

内
藤
が
導
き
出
し
た
解
決

策
は
、建
築
物
内
部
の
要
所
を

壁
で
仕
切
る
こ
と
で
地
震
に
耐
え

る「
耐
震
壁
理
論
」だ
っ
た
。船
底

を
壁
で
仕
切
っ
て
船
全
体
へ
の

浸
水
を
防
ぐ
造
船
の
手
法
と
、

留
学
先
で
使
用
し
て
い
た
大
型

ト
ラ
ン
ク
の
間
仕
切
り
が
ヒ
ン

ト
に
な
っ
た
。 

　
帰
国
後
、自
ら
の
理
論
に
基
づ
き
構
造

設
計
し
た
日
本
興
業
銀
行
本
店（
1
9

2
3
竣
工
）や
歌
舞
伎
座（
1
9
2
4
〜

1
9
4
5
）が
1
9
2
3
年
の
関
東

大
震
災
で
倒
壊
を
免
れ
た
こ
と
で*

2

内
藤
多
仲
の
名
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま
る
と
内
藤

に
設
計
依
頼
が
集
中
し
、N
H
K
愛
宕

山
放
送
局
鉄
塔（
1
9
2
5
竣
工
）を
は
じ

め
約
60
の
ラ
ジ
オ
塔
を
手
掛
け
た
。

 

　
戦
後
の
1
9
5
4
年
、N
H
K
と
民
放

の
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
を
一
カ
所
に
ま
と

め
た
国
内
初
の
集
約
電
波
塔
と
し
て

名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
が
完
成
し
た
。設
計
者

は
や
は
り
内
藤
だ
っ
た
。 

　
す
る
と
、あ
る
タ
ワ
ー
の
設
計
依
頼
が

舞
い
込
む
。依
頼
主
は
、か
つ
て
大
阪
・

新
世
界
に
存
在
し
た
初
代
通
天
閣

（
1
9
1
2
〜
1
9
4
3
）の
再
建
を
め

ざ
し
、地
元
有
志
が
興
し
た
通
天
閣
観
光

株
式
会
社
だ
っ
た
。名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
よ

り
も
高
い
展
望
台
を
、初
代
通
天
閣
と
も

違
う
唯
一
無
二
の
デ
ザ
イ
ン
を―

。

模
倣
を
嫌
う
大
阪
の
人
々
な
ら
で
は
の

オ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。 

　
設
計
に
あ
た
っ
て
内
藤
を
悩
ま

せ
た
問
題
は
、高
い
塔
の
台
座
を

建
て
る
に
は
狭
小
す
ぎ
る
建
設

用
地
と
、深
い
基
礎
を
打
つ
に
は

軟
弱
す
ぎ
る
大
阪
平
野
の
地
盤

だ
っ
た
。対
向
一
車
線
の
市
道
を

挟
ん
だ
四
隅
の
土
地
の
み
が
、

塔
脚
を
収
め
る
た
め
に
確
保
さ
れ

て
い
た
。 

　
内
藤
は
、細
い
鉄
材
を
用

い
る
こ
と
で
鉄
塔
の
軽
量
化

を
図
り
、基
礎
を
深
く
掘
ら

ず
と
も
ト
ラ
ス
構
造
の
原
理

を
駆
使
し
て
高
い
塔
を
実
現

し
た
。ま
た
、初
代
通
天
閣
は

耐
震
構
造
の
第
一
人
者
、

タ
ワ
ー
建
築
の
巨
匠

と
し
か
た

ひ
ず

四
角
形
に
鉄
塔
が
組
ま
れ
て
い
た
が
、

内
藤
は
八
角
形
に
組
ん
だ
。「
四
角
張
ら

ず
庶
民
に
人
気
と
親
し
み
を
持
た
れ
る

よ
う
に
」と
、塔
頂
部
を
広
げ
て
展
望
台

と
す
る
こ
と
で
く
び
れ
を
設
け
、東
西
南

北
に
ト
ラ
ス
を
張
り
出
し
、独
特
の
フ
ォ

ル
ム
を
生
み
出
し
た
。さ
ら
に
、展
望
台

の
屋
根
を
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
の
も
の

よ
り
も
1
m
高
く
設
け
、当
時
の「
日
本
一

高
い
展
望
台
」を
実
現
。こ
う
し
て
1
9

5
6
年
10
月
、高
さ
1
0
3
m
の
二
代
目

通
天
閣
が
誕
生
し
た
。 

　
明
治
後
期
の
1
9
1
2
年
に
竣
工
し

た
初
代
通
天
閣*

3
は
、高
さ
75
m
と
当
時

の
建
築
物
と
し
て
は
日
本
一
高
く
、新
世

界
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。し

か
し
戦
時
下
の
1
9
4
3
年
、近
隣
か
ら

の
出
火
で
台
座
が
損
傷
し
倒
壊
の
恐
れ

が
生
じ
る
と
、解
体
さ
れ
鉄
材
と
し
て

供
出
さ
れ
姿
を
消
し
た
。 

　
戦
後
、街
が
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
と

「
通
天
閣
再
建
」の
声
が
挙
が
る
。1
9

5
4
年
3
月
に
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
が
完
成

す
る
と
、機
運
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。半
年

後
の
9
月
、地
元
有
志
が
中
心
と
な
り

再
建
を
目
的
と
し
た
新
会
社
の
創
立
事

務
所
を
設
置
。地
元
か
ら
出
資
を
募
り
、

翌
1
9
5
5
年
7
月
に
通
天
閣
観
光

株
式
会
社
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

　
初
代
通
天
閣
の
跡
地
は
す
で
に
家
屋

が
密
集
し
て
い
た
。そ
こ
で
通
天
閣
観
光

は
、跡
地
の
北
東
に
あ
っ
た
公
園
の
一
部

を
大
阪
市
か
ら
貸
借
し
、公
園
内
を
通
る

市
道
の
上
に
二
代
目
通
天
閣
を
建
て
る

案
を
構
想
。地
元
議
員
か
ら
の
協
力
と
大

阪
市
か
ら
の
理
解
を
得
て
、建
設
用
地
の

確
保
に
こ
ぎ
つ
け
た
。 

　
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
を
施
工
し
た
竹
中

工
務
店
の
紹
介
で
、設
計
は
当
代
一
の
建

築
構
造
学
者
、内
藤
多
仲
に
依
頼
し
た
。

と
こ
ろ
が
、肝
心
の
建
設
資
金
が
ま
だ
用

意
で
き
て
い
な
い
。地
元
か
ら
の
出
資
金

だ
け
で
は
必
要
額
に
届
か
ず
、施
工
を
依

頼
し
た
奥
村
組
に
工
事
代
金
を
立
て
替

え
て
も
ら
う
形
で
1
9
5
5
年
8
月
に

着
工
し
た
。 

　
資
金
調
達
に
悩
む
通
天
閣
観
光
は
広

告
料
収
入
に
活
路
を
求
め
た
。し
か
し

「
年
間
3
0
0
万
円
、
10
年
契
約
前
払
い
」

の
条
件
に
手
を
挙
げ
る
企
業
は
関
西
に

な
か
っ
た
。そ
こ
で
大
阪
の
老
舗
広
告

代
理
店
、萬
年
社
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

関
東
の
得
意
先
と
し
て
日
立
製
作
所
を

紹
介
さ
れ
る
。ま
だ
知
名
度
の
低
か
っ
た

関
西
で
社
名
を
広
め
て
い
き
た
い
日
立
、

何
と
し
て
で
も
通
天
閣
を
再
建
し
た
い

新
世
界
の
人
々―

両
者
の
思
い
が

合
致
し
、日
立
に
よ
る
ネ
オ
ン
広
告
の

掲
出
が
決
ま
る
。そ
し
て
1
9
5
6
年
10

月
、通
天
閣
の
復
活
と
い
う
地
元
の
悲
願

が
達
成
さ
れ
た
。 

「
二
代
目
通
天
閣
」

建
設
の
悲
願

留学から帰国した内藤多仲が自身の耐震構造理論の
実践を試みた日本興業銀行本店。1923年竣工、設計
は渡辺節。鉄骨鉄筋コンクリート造（現存せず）

初代通天閣。現在の新世界の北半分にニュー
ヨークの遊園地を模した「ルナパーク」があり、
その入り口にパリの凱旋門とエッフェル塔を
模した初代通天閣が建っていた 

二代目通天閣の建設当時、タワークレーンはまだなかった。中央に工事
用の鉄塔を立て、ワイヤーを張り滑車で資材を引っ張り上げるガイデ
リックという起重機が使用された 

市道を跨いで建つ通天閣。塔脚の間は24ｍとタワー建築にして
は狭い。初代通天閣が近隣からの出火で被災した教訓から鉄骨
をコンクリートで耐火被覆した

くびれた部分に張り出したトラスがデザイン上の
アクセントになっている。過去には旗や鯉のぼりが
付けられたことも

通天閣（二代目）
高さ：103m

中部電力 MIRAI TOWER
高さ：180m

（旧・名古屋テレビ塔） 
別府タワー
高さ：100m

（旧・別府テレビ塔） さっぽろテレビ塔
高さ：147m

（旧・札幌テレビ塔） 東京タワー
高さ：333m

1956年竣工
1957年竣工

1957年竣工
1958年竣工

1954年竣工
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再
建
か
ら
68
年
目
と
な
る
2
0
2
3
年

9
月
、通
天
閣
は
約
1
年
間
に
及
ぶ
改
修

工
事
を
終
え
た
。約
25
年
ぶ
り
に
全
面
的
な

塗
装
工
事
を
行
い
、ネ
オ
ン
を
全
面

L
E
D
化
。塔
体
の
塗
装
に
は
再
建
当
時

か
ら
の
グ
レ
ー
に
代
え
て
ポ
ッ
プ
シ
ル

バ
ー
を
採
用
し
、日
中
は
よ
り
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
に
、夜
間
は
L
E
D
照
明
が

映
え
、以
前
よ
り
も
き
ら
び
や
か
に
な
っ

た
。新
世
界
の
飲
食
街
を
見
下
ろ
す
南
面

に
は
大
型
L
E
D
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置

し
、「
2
0
2
5
大
阪
・
関
西
万
博
」を

見
据
え
、英
語
と
中
国
語
で
も
日
立
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

　
現
在
、通
天
閣
観
光
の
代
表
取
締
役

社
長
を
務
め
る
高
井
隆
光
氏
は「
時
代
に

応
じ
て
変
化
し
続
け
る
こ
と
で
、通
天
閣

を
後
世
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
語
る
。

再
建
当
時
か
ら
続
く
年
末
の
風
物
詩

「
干
支
の
引
き
継
ぎ
式
」を
続
け
る
一
方

で
、新
た
な
集
客
の
た
め
の
仕
掛
け
づ
く

り
に
も
余
念
が
な
い
。不
屈
の
行
動
力
と

柔
軟
な
発
想
で
難
局
を
打
開
し
、見
事
に

通
天
閣
再
建
を
成
し
遂
げ
た
新
世
界
の

有
志
。飾
ら
な
い
鉄
骨
構
造
で
塔
全
体
を

支
え
る
こ
と
に
よ
り
、本
質
の
美
を
突
き
詰

め
た
内
藤
多
仲
。多
く
の
人
々
の
思
い
を

背
負
い
な
が
ら
、通
天
閣
は
今
日
も
街
の

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
で
あ
り
続
け
て
い
る
。 
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免震部分

EV塔

看板広告の変遷

新世界の東に隣接する天王寺公園より通天閣を望む

①1957年：最初の10年間、西側には巨大寒暖計が設置されていた。その後、「みんなの願い 交通安全」「なにわの安心 防火から」などの公共的なメッセージが
灯った。現在の文字は「通天閣」 ②1957年：初掲出のネオン広告「日立モートル」 ③1967年：3年後に開催を控えた大阪万博に先立ち、「日本万国博」を点灯 
④1979年：1970年代、オイルショックでネオン点灯の自粛が続くなか「街の活気が無くなる。一刻も早く点灯を」と地元で嘆願運動が起き、再点灯に至った 
⑤1996年：再建後初めて塔全体の改修工事が実施された  ⑥2023年：全面塗装でリニューアル。ネオンを全面LED化し電気消費量を従来の約60％に抑えた

新世界の守り神「ビリケンさん」

5階「黄金の展望台」の「ビリケン」像。明治期のアメリカの女性芸術
家、フローレンス・プリッツが考案した幸福の神。かつてルナパーク
に祭られていたものを1980年に復刻した。当初は人気が出ず、1階
入り口、2階展望台と転々とし、4階展望台に移って徐々に観光客の
目に留まるようになる。現在のビリケン像は3代目。「ビリケンさん」の
愛称で親しまれ、「足の裏をなでると幸福になる」と言われている。

2015年の免振改修工事時に台座の天井に復刻され
た、初代通天閣にあった大天井画 

2022年5月にオープンし人気を博している“体感系滑り
台”「タワースライダー」。3階の中間展望台（地上22ｍ）
からエレベーター塔の外周を1回転半し、地下1階
(地上－4.5ｍ)まで約10秒で一気に滑り降りる

2019年12月、最上部に設けられた跳ね出し展望台
「TIP THE TSUTENKAKU」（地上92.5m）。空中浮遊して
いるように、よりスリリングに眺望を楽しめる

コロナ禍が明けて客足が戻り、新世界の街は活気を取り戻しつつある。中国や韓国などアジア圏からの観光客が多い 
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